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原著 肩関節機能の加齢による
影響と性差のX線学的検討
昭和大学藤が丘病院リハビリテ）ション部
尾崎尚代＊
昭和大学藤が丘リハピリテーション病院スポ」ツ整形外科
傍井康明
抄録。肩関節疾患忍者を治療するうえで、医師や理学療法士が臨床上で実施している徒手抵抗テ
ストと同肢位で撮影されたレントゲン像を用いて，肩関節機能の加齢による影響と性差を明ら
かにすることを目的とした 昭和大学藤が丘リハピリテーション病院スポ｝ツ整形外科を受診
した症例のうち，取り込み碁準と除外基準を満たす506名（女性265名，年齢15～84歳，男
性241名，年齢15～83歳）の非障害muを対象とし，青年期（A)I芹・壮年期（B）群・中年
期（C）群・高年期（D）群の4静に分類した Scapula 45撮影法によるレントゲンf設を用い，
腿板機能と肩甲骨機能，肩lJ骨面上何度拳土fl／.での肩甲骨と上腕骨の運動比（45度SH比）
およびド垂N：から肩IJl骨面上45J主拳上位までの肩rp骨の運動変化最について，力I齢、による影
響と性差を有意水準5%未満にて検討した 腿絞機能については， IJl紛変化と性差は有意でえは
なかった．また，肩甲骨機能については，男性のA群・ C群の間で有意差が認められ.D群
では性差が認められた.45度SHi七は， A群以外で性差が認められた また，肩甲骨の迷到j
変化最に着目すると，女性はB群が他の31洋よりも小きくなり，男恒はen下がA群， D群よ
りも小さくなっていた．性差や年代によって肩関節機能の中でも特に肩可l骨機能が異なること
が示唆されたことから，｝前期節疾患患者の肩甲k腕リズムを獲得するための理学療法プログラ
ムの立案にi採し．肩関節機能の加齢と性差による影響は考慮すべき因子であると考える．
キーワ ドー肩関節機能，加齢， f企業，肩中骨機能
肩関節は浮遊関節であり，複数の関節が関与する
関節複合体であるため，肩関節疾患は肩関節複合体
のみならず，身体各部からの影響を受ける われわ
れ理学療法士は，肩関節疾患！J.＼者のリハビリテー
ションを実絡する際に．肩関節機能再獲得の指標と
して肩甲上腕リズムに着目することが多い，肩甲上
腕リズムに関しては 1934年にCodman11が報告し，
1944年にInman21が2:1と報告して以米， 70年以
上過ぎた現夜でも通説となっている 肩甲 i二腕リズ
ムの計測方法の進歩に伴い，運動jlf・運動の種類に
よる違い37）や，利き手・非手ljき予の違い8.9），子供
と成人による違いIO131’男性のみ・女性のみの肩甲
上腕リズム］.！ 16）など，さまざまな報告がされてきて
いる しかし年齢や男女を比較した報告は渉猟し
た限りでは見当たらない
＊責任著者
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当院では，筒井ら17）が報告した「Scapula45娠影
法」によるレントゲン像を用いて肩関節の機能的診
断を行っており。疾患ごとの報告がなされてきた
中でも，上1告ら18）は腿板機能について力I齢による影
響を調査し加齢とともにcuffindexが増加してい
る割合が増えると報告しており，加！齢によって骨頭
が上方移動する傾向が示唆された
われわれはすでに，腿板断裂症例について，最終
的な治療方法で保存療法群と子持j療法に至った掛に
分類して初診時の肩関節機能を誠交した19）.その結
果，鍵板断裂症例の保存療法でイI効な結果を得るた
めには男女による肩関節機能の差を考慮する必要性
が示唆された．さらに，年荷台により姿勢の変化が生
じることから，年齢や性別による肩関節機能の差が
予怨される．
尾崎尚代・ほか
A群
表 1対象586名の詳細
B群 C群
人数
青｛I'f芹
15歳～24歳
女性
13 
ijJt生
58 
,j i)l'l非
2!i歳～44歳
女性
27 
男性
43 
中年群
45歳～64段
女性
142 
男i生
93 
女性
83 
男性
47 
右左 3 10 20 38 14 13 16 28 54: 88 35 58 25 58 17 30 
そこで，本研究の目的は， Scapula-45撮影法にお
けるレントゲン像を用い，肩関節機能の加齢、と性に
よる影響を検討するとともに，診療i侍のレントゲン
両像評価における縫板機能と肩甲’百機能の標準僚を
作成することである．
研究方法
], 対象
対象は， 2013年10月から 2014年9月までの 1年
間にlB和大学藤が丘リハピリテ｝ション病院スポー
ツ整形外科を受診した症例のうち，取り込み基準
（初診の者。再初診のうち過去3年以内に初診の者，
リハピリテ｝ション実施前）と除外基準（初診l時の
主訴が両側性の者．頚t!E疾患を有する者，既往lこ外
傷や外科的処置を受けている者，レントゲン像にお
いて，肩甲上腕関節裂｜掠が明確に描出されていない
者）を満たす15歳から 84歳までの506名（女性265
名，年齢15～剖歳，男性241名，年齢15～83歳）
の非障害側肩関節である．対象について，厚労省の
年齢IK分（青年群； 15～24歳，壮年群， 25～44歳，
中｛f'l非， 45～64歳，高年1洋， 65歳以上）で分類し
た対象者の内訳を表1に不す．
2 言iif）方法
初診時のScapula-45j，最影法によるレントゲン像の
うち，無負荷ド垂｛象と他動的に肩ヰI骨jlj_t45度挙
上位に保持させた像を用いて，肩関節機能を計iftljし
た．肩関節機能の言ii別は，筒c)j：らの報告17）に準じて，
｝百lj骨関節窮に対する上腕骨頭の適合性（以干，腿
板機能），肩甲骨の上方阿旋角度（以下．厄可1骨機
能）について行った．また，肩甲骨jlj上45度拳上位ー
での肩中上腕リズム（以下， 45皮SH比），下：lfH立か
ら肩1p骨雨上45度拳上位までの肩甲骨の上方回旋
角度の変化量（以下，肩中骨の迷重YJ変化量）を算出
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した これらの4つの肩関節機能に関して，加齢に
よる影響および性差を検討した なお，レントゲン
像の計測は画像保存通信システム（PictureArchiv 
ing and Communication System 以下， PACS）上
で富士フィルム社製計測ソフト OP-A¥12.0を用い，
すべて筆顕著者のみで寸子った．
1)踏板機能
l二腕骨頭と肩甲骨関節織の位置関係を示す腿板機
能の計測には，肩甲骨雨上45皮挙日立のレントゲ
ン像を用い，計百i）方法は図 laに示した まず，肩
lf骨関節織の上端（A),F端（B）を通る線分AB
を摘出し線分ABに対して点A・点Bを通る垂線
を描出した， 2本の垂線と上腕骨頭の輪郭の交点C・
Dを結ぶ線分CDをli/l:¥して．線分ABと線分CD
のなす角度を計iftl）し腿板機能（α）とした なお，
k腕骨頭と関節寓のト分な適合性を持つために必要
な求心力を得た場合の肩申告・雨上45皮挙上f¥i:での
理論値はOである
2）肩甲骨機能
肩甲骨関節禽の重力方向に対する角度を示す肩甲
骨機能の計ilには，肩甲骨面ー上45I主挙上位のレン
トゲン｛象を用い，その計測方法について図lbに示
した 前述の線分ABと任意の垂線のなす角度を肩
甲骨機能（β）として計測した Scapula-45撮影法
はimagingplateを背にして中心線を｝討中上腕関節
とし.imaging plateに対し議直にX線東を入射す
るため加）’計測で得られた数値は矢状面とでの肩甲
骨の上方図旋角度である．
3) 45度SHlt
肩甲骨面上45I主挙上位のレントゲン像を用い，上
腕骨の長軌と任意の垂線に対する角度（ y）を計iWJ
し，嵐l[I上腕関節角度（ yー β）を算lし，（y β）／ 
βを45度SH比として算出した
~ 
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a.肩甲骨機能（肩甲骨上方窃旋角度〉一 下室li'.縫負荷像および肩甲骨面上45度挙上位無負荷像在用いる
任意の垂線と線分ABのなす角度α在計測
イ静岡
上方自旋（十〉下方回旋（一）
b腿板機能（関節寓に対する管頭の位置関係〉
居留摺宿題麗療援＇
肩甲骨面上45度挙上位無負荷像を用いる
関節窟上鵠IAIと関節畠下端IBI在通る線IA聞を｝菌出
線分A臼から点A・B在通る霊線在描出し、
骨頚に接する点c・0在通る線ICDI在I苗出
線分ABC:線分仁Dのなす角度βを計測
α~· o~ 
骨頭上昇（＋〕 骨頚下降（ー）
l司1計測・算出方法
4）肩q1骨の運動変化量
無負荷下垂｛裂と肩ljJ骨ITfi上451主挙上位｛象を用い，
それぞれ肩甲骨機能の計測値から451主拳上位と下垂
Ii.の去を算出して肩甲骨の迷動変化量とした
腿板機能，肩甲骨機能， 45度SH比，肩甲骨の迷
!Ji)J変化量の4つの肩関節機能に関する統計学的処理
は，正規＇f'I＇の検定後， Krus！日IWallis検定， Mann-
Whitney検定をmい，危険率5%にて行った．
3. 測定の信頼什ーの検討
Scapula-45 Ji最景~i去におけるレントゲンf象を用いた
腿板機能と肩甲骨機能の言1・m1Jは，筒井ら17の計測機
器とは異なるため，言l"il!J1i夜の信頼性を検討した
検者は2名の理学療法上であり，臨床経験241ド
(A，言li!IJ歴24'.f，著者）と臨床経験4年（B；計
調lj歴初回）であり， Scapula-45t最影法によるレント
ゲン［象5枚を用いて後述する縫板機能と肩中骨機能
を計測した．検昔内信頼性は， ,jg（者Aが百十i則附隔を
1週間として2回の計il!IJ(fl{についてそれぞれShrout
ら21）の級内相関係数ICC(1.1）を求めた．検者間信
頼性は検者A.Bの吉liUIJ1直について ICC(2.1）を求
めた．また，検者内における測定の標準誤差SEM
と最小可検変化量MCDを算出した SEMはSEM
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=S行下支CJ(Sは標準偏差）で求め， MCDはMCD
=SEM×1.96 x、12にて求めた
なお，本研究は昭和大学藤が丘リハピリテーショ
ン病院倫理委員会（承認番号 2015035号）ならびに
H日韓！大学保健医療学部倫理委員会にて承認を得て
行った（承認番号第287号）．
結果
1.腿板機能
腿絞機能については，表2に不す．男女とも年代
による変化は認められず，また，各年代の性差も認
められなかった．
2. 肩甲骨機能
肩甲骨機能については，表3に示す．年代による
変化は，男性はij•if.群が青年群よりも有意に低干し
ており，高年群は女性が男性よりも有意、に肩＇ P骨の
上方凶旋機能が減少していた
3. 45度SH比
45度SHltについては，表4に示す男性では
年代による有意な差はないが， Ij•if群が青年群より
も大きくなる傾向があり，女性では青年群よりも中
年群，高年群よりも ~J:年群が有意に大きく，青年群
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表 2 腿板機能について
p f由
女性 男性 女性b 男性b
性差a
B群 C群 D群 B群 C群 D群
A群 一1.9( 3.3 ' 2.3) 0.4 ( 1.5 ' 3.6) 0.308 0.857 0.225 0.554 0.993 0.533 0.988 
B群 0.4 ( 1.9 ' 3.5) 0.5 ( 1.8 ' 3.4) 0.777 0.539 0.946 0.427 1問。
C群 2.0 (-0.8 ' 4.4) 1.5 ( 0.0 ' 3.6) 0.506 。661 且368
D群 1.1 (-2.0 ' 4.2) 0.4 ( 2.5 ' 3.6) 0.335 
数億は中央値（！QR)
a. Mann Whitney検定
b. Kruskal Wallis検定
表 3 肩甲骨機能について
p健
女性 男性 女性b 男性b
性差a
B群 C群 D群 B群 C群 D群
A群 5.6 ( 3.l ' 1.3) 6.2 ( 1.0' 10.1) 0.755 0.8594 0.7405 0.3397 0.6179 。0004 0.2112 
B群 位。（－2.3' 4.8) 4.3 ( 1.0 ' 9.5) 0.201 0.9992 。7291 0.1156 0.9207 
C群 1.0 ( 4.2' 6.1) 0.3 ( 4.4 ' 5.1) 0.507 0.4595 0.4196 
D群 -0.6 ( 5.7' 5.l) 2.1 （ー1.9' 7.5) 0.014 
数値は中央値（！QR)
a. Mann Whitney検定
b. Kruskal Wallis検定
；表 4 45度SH比について
p健
女性 男性 女性b 男性b
性差a
日群 C群 D群 B群 C群 D群
A群 3.66 (2.92 ' 5.57) 3.80 (2.60 ' 5.27) 0.592 0.0757 0.0386 0.3167 0.1320 0.0554 0.4665 
B群 I 1.3 (3.02 , 20.00) 4.36 (3.23 ' 5.50) O.Q75 且1758 且0436 0.8686 0.4453 
C群 6.30 (4.27 ' 8.86) 4.76 (3.16' 7.75) 0.017 0.0624 。2156
D群 5.18 (3.87 ' 7.96) 3.68 (3.52 ' 4.36) 0.058 
数億は中央値（！QR)
a. Mann Whitnei検定
b. Kruskal Wallis検定
4.肩甲骨の運動変化量よりもオIfド群，高年群よりも中年群が大きくなる傾
向があった．また，年代ごとの性差は，青年群以外
で女性は男性よりも 45度SH比が大きい傾向にあ
り，特に中年群で有意に大きかった．
肩甲骨の運動変化最については，表5に示す．女
性では壮年群が他の年代よりも有意に肩甲骨・の変化
量が減少し，男性では中年群が青年群・高年群より
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表5 肩甲骨の運動変化盆について
p偵
女ti' 男1' 女性b
情差a
日群 C群 D群 日間t
A群 10.00 (6.88. 13.38) 10.20 ( 6.90. 14.25) 0.683 。0002 0.1218 0.3861 0.0672 
日群 1.70 (0.CD, 3.40) 9.60 ( 7.10 . 11.85) 0.001 0.0018 0.0002 
C群 6.20 (4.40. 9.70) 5.90 ( 2.60 . 9.40) 0.445 。品457
［）群 8.45 (4.80. 12.45) 12.00 (10.45 13.80) O.CD7 
数f由は，，，央値（！QR)
a. M<lnn Whitney検定
b. Kruskal・Wallis検定
腿抜機能
肩甲骨機能
SH Jt 
肩甲骨変化最
衣 6 肩関節機能の性別の遠い
立 f’i
× 
× 
。（青年群く，，，イ！＇群）
ム（青年群くti：年群）
。（高年群く1：年詐）
ム（高i'WFく中年群）
。 (.1：年群〈青年群）
。（ね年砕く，，，年群）
。（柑年群く高年群）
男性
× 
0 （中年群く背骨群）
ム（青年群く中i'群）
0 （•！•年群く青年群）
0 （中年群く両年群）
× 有意差なし ム。傾向あり 。：有意差あり
表 7 肩関節機能の年代の性芳：
青年群 壮年群 中年群 高i＇群
縫板機能 × × × × 
肩甲1・機能 × × × 。
SH比 × ム（女〉男） 。（女〉男） ム（女〉労）
肩甲骨変化量 × 。（立く男） × 0 （女く男）
×．有窓差なし ム：傾向あり O，有意志あり
男性b
C群 D群
O.OC 01 0.9989 
0.6655 0.1204 
O.OC 07 
も有意に肩IJl骨の変化量が減少していた．年代によ
る変化は，壮年群・高年群では，男性は！；：性よりも
肩ljl骨の変化量が増大していた
に，肩関節機能の年代ごとの性差については，表7
のようになった
p < 0.05を有意差あり， 0.05< p < 0.08を傾向あ
りとして結果をまとめると，肩関節機能の加齢の影
響による変化については，表6のようになり，さら
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5. 計測値の信頼性
計測債の信頼性について表8に示す．腿板機能の
級内相関係数はICC(1,1）で0.966(0.856～ 0.993). 
ICC (2.1）で0.782(0.088～0.956）だ、った腿絞機
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表 8検者内信頼性・検者1信頼性の結果
級内 95%依頼I司！日j
相関係数 トmu自
槌板機能
ICC (1.1) 0.96 0.856 
ICC (2.1) 0.782 0.08 
肩甲骨機能 ICC (1.1) 0.97 0.985 
ICC (2.1) 0.94 0.972 
a. SElvf~S/(l ICC) 
b. MCD~SEM × 1.96 × 12 
能の検者内信頼性は桑原の判定基準目）では良好な
.Jf~現性を認めた．また，検皆間信頼性は桑原の判定
基準では良好な再現性ではあるが，検者によるjRlj ）~
値にばらつきがあった．
肩甲骨機自巨の級内相l,¥J係数はICC(1.1）で0.997
(0.985～0.999), ICC (2,1）で0.994(0.972～0.999) 
だった，肩甲骨機能の検者内信頼性および検者向信
頼性は，ともに桑原の判定基準では良好な再現性を
認めた．
また， MCDの算Il結果は腿板機能が0.5度，肩
甲骨機能が0.21主となった．
考察
われわれは，肩関節疾患忠、者に対する痔痛誘発テ
ストとして， 1il2のような馬叩骨而上45皮挙上位
での徒手抵抗テスト（以f,i¥BD45 test）を実施
することで， fit手抵抗を加えた1.i・の肩＇fl骨の動きを
触診して肩複合体機能の問題点を推察している 筒
井ら17）により考案された Scapula-45振影法による
絹＇fl骨面上 45皮挙上｛すのレントゲン像は ABD45
testと同ーの撮影紋佼であり，肩!Ml節複合体の機能
診断に使われている
解剖学的に，肩関節の凶旋中間｛立での絹lj背面！＇..
45度拳げ立は肩甲上新i関節の関節包や靭若干の全て
が最も弛緩する！皮位とされるため，この！技位での検
査は関節包・初帯機構の影響が少ない また，迷動
学的に，肩lJI上腕関節の安定した到Jきには，上腕骨
頭を肩甲骨関節硲に引きつけ速動の支点をf'r＇る腿板
を示すinnermusclesと三角筋や大胸筋に代表され
るoutermusclesのbalanceが必要である．そのた
め，肩甲骨面上451主拳上位はinnermusclesとouter
musclesのimbalanceを検討するのに適当な肢位で
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P値 SEM' MC!Db 
｝限値
0.993 く0.01 0.154 0.428 
0.956 0.01 0.876 2A29 
0.999 < 0.01 0.048 0.132 
。日~9 < 0.01 0.058 。161
関 2ADB45 test 
他動的に肩甲骨l品I上45度拳上位に保持した時と従千的
に抵抗を加えた時の。終痛発現部位，肩甲骨の｛；＼j定保持
能力を検査する
空間保持が可能であり。なおかつ徒手抵抗時も痔痛が出
現することなく保持が可能な時に正常と判新する
ある したがって， Scapula45撮影法によるレント
ゲン像を用いた肩関節機能許佃lは，肩関節の特徴的
な機能的構造である施板と尉＇ I'胸部；関節の機能を推
測するものである．
1.臆板機能について
今回の検討の紡果， 上腕骨臣民と肩甲骨l,¥J節調の位
置関係を示す臆板機能には加i齢による影響と性差は
なかった このことついては，三原18）も述べてい
るように，腿板機能は関節筒上端・下端を基準に計
測するため，碁準点がずれると百十mu値にも彩響がIl
るという計調IJ.t.の問題も無視できない しかし腿
板断裂症例のような，真の腿板機能不全では，関節
向上で骨量買が同転できず上方に変位して骨頭k昇を
呈す それに対し，肩甲骨機能が低下した症例は肩
肩WI節機能の加齢による影響と性差
甲骨の上）J附続運動が減少していることが多く，上
腕骨を空間保持するi緊に，関節商に対して相対的に
骨頭k昇が生じることもある，したがって，腿板機
能は肩甲骨機能の影響を受けると考えられ，腿板機
能lま肩甲骨機能と合わせて評価する必要性が示唆さ
れた
2. 肩関節機能の加齢による影響について
今回調査した肩関節機能の加齢の影響による変化
については，表6のようになり，肩関節機能の中で
も腿板機能以外の肩甲骨が/Ml守する機能（肩甲骨機
能・ 45度SHlt・肩lj骨の運動変化量）は，女性は
壮年群が，男性は中年群が！山の年代よりも大きく変
化することが示唆された
肩rp骨は胸郭というil!jfi上で運動するため，）拘：；.1;
を形成する胸維やJ}J骨の運動性が肩甲骨の運動に影
響すると考えられる．胸事I＞を形成する）胸椎に関する
報告は多く報告されており，竹光剖）が1971年に，
ヒトは加i給とともに生理的な後湾はある程度増加す
ると報告している．また，小林ら呂町）の 10年以上
の追跡調査では， ）JI!紛による脊柱アライメント変化
の主体は腰椎前号、角の減少によるとしている しか
し健常女性の肩関節周囲筋筋力の加齢的変化につ
いて川井ら27）は，肩甲l胸郭関節に関与する筋群は40
代ごろから筋力が低ドL，肩iド上腕関節に関与する
筋群は 50歳代・ 60歳代から筋力低下がみられると
報告しており，年齢とともに肩甲骨の可動性が低下
するとした報告11.12.路却）もある． したがって，肩甲
骨機能に影響するのは加齢による胸郭の形状変化の
みではなく，肩甲骨に関する筋機能や肩lj骨肉体の
可動性の加l齢による！氏ドが肩関節機能の変化をもた
らすと考える
肩甲骨が関与する機能の変化は，女性令は壮年群
が，男性は寸：年群が｛血の年代よりも大きく変化した
今回の結果は，非外傷性肩関節疾患の好発年申告と似
ており，標準値から迎脱した機能を有することで肩
関節複合体が障害に至ることが推測される
3.肩関節機能の性差について
肩関節機能の性差については，年代ごとにまとめ
ると表7のようになり，青年帯以外は肩関節機能に
男女主主がある結果となり，性別lにより肩関節機能が
異なるとしたわれわれの先行研究19）の結果を支持す
るものとなった今filの結果から， Scapula45撮影
法によるレントゲン像での肩関節機能評価は，各年
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代で男女別に標準値を参考にする必要性があること
が示唆された
肩関節拳上初期にi刻する矢野の報告8）から，女性
は拳上初期に肩甲骨が下方回旋する肩甲t腕IM！節タ
イプ，男性は拳上初期に肩中骨がf/J@l旋する肩甲
胸車i；関節タイプとも考えられるが，連続した肩甲骨
の動きについて検討していないため，今同の研究か
らは言及できない．しかし女性の肩甲胸郭関節の
運動は男性よりも小さくなり，女性は肩関節拳上運
動において肩甲上！防関節の動きが有意に大きいとい
う報告初）がある さらに，肩＇fl胸郭関節に関与する
筋は肩甲上腕関節に関与する筋よりも筋力低下が起
こり始める年代が早かったという報告27）や，肩関節
運動時の筋活動は性別によって活動のタイミングが
異なるとする報告31.32）もある． したがって，青fド群
以外は肩関節機能に性差があった今回の結果から，
肩関節疾患症例に対する理学療法プログラムの立案
に際し，肩関節機能の性差は考慮すべきi母子である
と考える
Scapula 45撮影法を用いて，成人506名の肩関節
機能の年齢別・性日ljによる変化の調査を千rった そ
の結果，青年群以外は肩関節機能に男女羨が認めら
れ，女性は壮年群が，男性は中年群が肩関節機能の
変化にもっとも影響することが示唆された
近年，さまざまな疾患に対する理学療法プログラ
ムが画ーされる傾向にある しかし今回の結果か
ら，肩関節疾患波例に対する理学療法プログラムの
立案に際L，肩関節機能の加齢による影響と性差は
考慮すべきである
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肩関節機能の1Jl齢による影響と性差
INFLUENCE OF AGE AND GENDER ON SHOULDER FUNCTION 
Hisayo OZAKI 
Department of Rehabihtat1on, Showa University Fujigaoka Hospital 
Hiroaki TSUTSUI 
Dcpai tment of Sports Orthopedics, Showa University Fujigaoka Rehabilitation Hospital 
Abstiact ー Thisreseaich aimed to investigate the influence of age and gender on should日 function
using X-ray examinations. We recruited 506 subjects with unaffected shoulders (265 females, 241 males; 
age, 15 84 years). The subjects were divided into the following four subgroups based on age; Group A 
(15 24 years), Group B (25-44 years), Group C (45-64 years). and Group D (> 65 years). These groups 
were further sub class1日edby gender. U剖ngX-ray images obtained by the Scapula 45 X ray method, the 
rotator cu百function,scapula function, and the scapula-humeral motion ratio (SH ratio) at 45" in the scapula 
plane were measured Fm statistical analyses of the mfluence of age the groups and gender, -we used 
a threshold of< 5% to test for sig即日cance.There was no significant di町田encein cu百functionbased on 
age or gender. Regardmg scapula funct10n, there was a sig111ficant difference observed between the 
males of Group A and Group C, and based on gender in Group D. In regard to the SH ratio. we observed 
a significant d1百目enceby gender in al groups except for Group A. Considering the mo、ementof the 
scapula, group B had the smallest compared to the other groups in females, and group C was smaller 
than group A and group D in males. These results suggest that scapula function is impacted by both 
age and gender 
Key words; shoulder function, aging, gender, scapula function 
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